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2026年10月１日 

報道関係各位 

             広島城アソシエイツ 

(代表法人：株式会社中国放送) 

 

広島城の歴史と文化の魅力を発信する新拠点 

「広島城三の丸歴史館」が2027年６月１日（火）に開館決定！ 

～広島城三の丸 第２期エリアも同日開業～ 
 

広島市が近世広島の歴史・文化や広島城の歴史を紹介する博物館として整備を進める「広島城三の丸歴史

館」の開館日が2027年６月１日（火）に決定いたしました。６月１日は1958年に外観復元された現在の広

島城天守が、博物館として開館した記念日でもあります。 

６月１日に開館する１階には、広島城の見どころを紹介する総合ガイダンスや広島城の歴史を体感して学

べる体験エリア、講座などに使用可能な多目的室、観光案内所やミュージアムショップなどが設置され、

２階の一部に設置される天守を望む眺望スペースも同日公開予定です。 

なお同年10月１日（金）には、2026年３月に閉城した現天守の収蔵資料をはじめ、広島城大天守・小天守

模型、金箔鯱瓦などを象徴的に配置するとともに、市重要文化財の広島城下絵屏風や三の丸屋敷にあった

茶室の実寸大再現を中心に、当時の人々のくらしや広島の発展した文化を紹介する展示室を公開予定で

す。 

 

また、６月１日には「広島城三の丸 第２期エリア」も開業いたします。多目的広場やステージ、キッチン

カーゾーンに加え、商業施設（2027年夏 開業予定）を備えた憩いの場が誕生します。2025年３月に先行開

業した第１期エリアと併せて、食べる、遊ぶ、学ぶ、歩く、憩う・・・思い思いに広島の歴史と文化に触

れることができる空間を形成。さらに「ひろしまゲートパーク」や「ひろしまスタジアムパーク」とペデ

ストリアンデッキで直結し、駐車場や観光バス乗降場も整備。平和公園や都心部との回遊性を持つ観光拠

点として国内外からのゲストを迎えます。 

 

 

 

 
［広島城三の丸 第１期（開業済）＝黄枠内／第２期＝赤枠内］ 

■広島城三の丸 完成イメージ図  
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２階外壁には木製の格子（ルーバー）で覆うデザインが採用されており、史跡である広島城の景観になじ

む外観です。天守に面する北側と、二の丸に面する東側は大きなガラス張りとなっており、２階眺望スペ

ースからの眺めを楽しめます。 

近世広島の歴史・文化や広島城の歴史をテーマにした博物館として、１階と２階で展示・体験を通じて深

く学ぶことのできる展示展開を行います。  

 

 
［広島城三の丸歴史館 外観パース］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［広島城三の丸歴史館２階には天守を望む眺望スペースを設置］ 

                                

■広島城三の丸歴史館 外観および概要 
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■総合ガイダンス展示・体験エリア：広島城の見どころや広島城の歴史・特徴をわかりやすく学べるガイ 

ダンス展示や体験ゾーンを設置します。 

■地域・観光の交流拠点：観光案内所やミュージアムショップ、休憩コーナー、図書閲覧室、多目的室を 

備え、気軽に立ち寄れるオープンな空間を提供します。 

 
［広島城三の丸歴史館 １階平面図］ 

 

 

 

■常設展示室：金箔鯱瓦や広島城下絵屏風などの実物資料を中心として、近世の広島の歴史・文化と広島

城の歴史について紹介します。 

■企画展示室：国宝や重要文化財などの特別企画展を通じて、近世の広島の歴史や広島城の歴史をより深

く伝える展示を行います。 

 
［広島城三の丸歴史館 ２階平面図］ 

 

■１階 総合ガイダンス展示・体験エリア［2027年６月１日 開館予定］ 

■２階 常設展示室・企画展示室［2027年10月１日 公開予定］ 
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６月１日に開業予定の広島城三の丸歴史館の西側に広がる第２期エリアは、四季折々の豊かな表情を見せ

る広島城の歴史的な景観と調和した空間です。 

天守の眺望を背景に、伝統芸能や音楽などの上演が可能なステージや、ゆったりくつろげる人工芝の多目

的広場、さらに第２期テナント「We're the Mori's HIROSHIMA」や、キッチンカーを設置可能なゾーンを

整備。水辺の雰囲気が感じられ、思い思いに楽しめるエリアです。 

 

 

 

第２期商業施設には、広島城初代城主 毛利氏ゆかりの地 安芸高田市に本社を構える株式会社cicaが手が

ける食と体験の複合施設「We're the Mori's HIROSHIMA（ウィアー・ザ・モーリーズ・ヒロシマ）」が決

定いたしました。 

2027年夏に開業予定の同店舗では、広島の食材や職人の技、背景にある物語を届けるカフェを展開するほ

か、旅行者も参加できる食育イベントやワークショップも開催。山・川・海と広島の豊かな自然を、生産

者や食品メーカー、料理人と共に表現し、城から県内全域へと観光導線を生み出す新たな体験型観光の出

発地点を目指します。 

また、第１期商業施設と連携し、より魅力的なエリアへと進化します。 

 

 

【広島城三の丸 第１期商業施設 一覧（2025年３月29日開業）】 

■炭火焼 鰻のうな輝 広島店（すみびやき うなぎのうなき ひろしまてん） 

■三の丸 八昌（さんのまる はっしょう） 

■SOKO CAFÉ（そうこ カフェ） 

■ひろしまIPPIN  広島城三の丸店（ひろしまいっぴん ひろしまじょうさんのまるてん） 

■広島城 射楽（ひろしまじょう しゃらく） 

 

広島城三の丸 第２期エリア 概要［2027年６月１日 開業予定］ 

第２期商業施設「We're the Mori's HIROSHIMA」概要［2027年 夏 開業予定］ 
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所在地 広島県広島市中区基町21番７-１（広島市中央公園の一部） 

事業対象面積 
建築面積：約 2,300 ㎡  

延床面積：約 4,000 ㎡ 

整備内容 

１階：総合ガイダンス展示、体験エリア、観光案内所、多目的室、図書閲覧室、 

ミュージアムショップなど 

２階：常設展示室、企画展示室、眺望スペース 

アクセス 

JR「新白島駅」 徒歩15分 

広島電鉄「紙屋町西」・「紙屋町東」電停 徒歩９分 

アストラムライン「県庁前」駅 徒歩７分 

指定管理者 [グループ名]  広島城アソシエイツ 

[事業主]    株式会社中国放送（代表法人） 

        株式会社ＲＣＣ文化センター 

        株式会社ＴＢＳホールディングス 

        株式会社フジタ 

        株式会社合人社計画研究所 

        ＮＴＴ都市開発株式会社 

        株式会社中国新聞社 

        株式会社中国四国博報堂 

        株式会社山下設計 

        ＮＴＴアーバンバリューサポート株式会社 

        株式会社シーケィ・テック 

着工 2025年４月 

供用開始予定 
１階および２階眺望スペース：2027年６月１日（火）供用開始 

２階常設展示室・企画展示室：2027年10月１日 (金) 供用開始 

 

 

 

 

所在地 広島県広島市中区基町21番７-２（広島市中央公園の一部） 

事業対象面積 約 13,000 ㎡（第１期 約 5,500 ㎡／第２期 約 7,500 ㎡） 

整備する公園施設 
第１期商業施設、第２期商業施設、駐車場、バス乗降場、タクシー乗降場、 

屋外ステージ、園路、広場、修景施設、屋外公衆トイレ、照明設備など 

アクセス 

JR「新白島駅」 徒歩15分 

広島電鉄「紙屋町西」・「紙屋町東」電停 徒歩９分 

アストラムライン「県庁前」駅 徒歩７分 

広島城三の丸歴史館 整備概要 

広島城三の丸整備等事業 第１期・第２期 整備概要 
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事業者 [グループ名]  広島城アソシエイツ 

[事業主]    株式会社中国放送（代表法人） 

        株式会社ＲＣＣ文化センター 

        株式会社ＴＢＳホールディングス 

        株式会社フジタ 

        株式会社合人社計画研究所 

        ＮＴＴ都市開発株式会社 

        株式会社中国新聞社 

        株式会社中国四国博報堂 

        株式会社山下設計 

        ＮＴＴアーバンバリューサポート株式会社 

        株式会社シーケィ・テック 

設計・監理 株式会社フジタ、株式会社山下設計、株式会社シーケィ・テック 

施工 株式会社フジタ 

着工 
第１期エリア：2024年３月 

第２期エリア：2026年10月 

供用開始 

第１期エリア：2025年３月29日（土）オープン 

第２期エリア：2027年６月１日 (火) 開業 

      ※第２期店舗 2027年夏 開業予定 

 

 

 

広島城アソシエイツ事務局 

担当：神尾（かみお）・松岡（まつおか）・岡（おか）・殿垣内（とのがうち） 

■電 話：082-222-1137  

■E-Mail：hiroshima-castle＠rcc.co.jp 

本件に関するお問合せ先 


